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チャンク音読とシャドーイングのための Web 教材の開発 

 

 

湯舟 英一 * 
 

 

 

東洋大学総合情報学部では、１年次の英語必須科目において、英語コミュニケーション

能力に不可欠な英文速読スキルの習得のために、共通教科書のWeb教材を開発した。本

論は、共通テキストとWeb教材の特徴と開発における工夫について紹介し、さらに、2011

年度の前期授業において実際の授業で試用した際の学習効果について報告する。本教材

を利用した授業内での教師による個別指導および自宅学習の結果、読解速度、読解効率、

リスニング能力において有意な学習効果が認められた。さらに、英文読解時の方略使用、

英語学習に対する自信や動機付けの変化等を、事前・事後における同一アンケートの推

移結果から検証した結果、英文をチャンクで理解する方略使用と学習者の音読に対する

苦手意識の減少において統計的に有意な変化が見られた。 

 

キーワード：Flash, Web-based training、チャンク、シャドーイング、Blended learning 

 

 

0. 教材開発の背景 

 筆者は近年、英文をチャンク単位で読むことの速読効果を脳科学実験や教育実践の場で検証してき

た（神田他, 2010; 湯舟, 2006; 2010; 湯舟他, 2007; 2009a; 2009b）。その研究成果の一つとして、2010

年3月、Power Reading 1（邦題『チャンクで読むやさしい速読トレーニング』）を刊行した（湯舟他, 

2010）。チャンクとは、音声と意味が一体となった塊で、ことばの理解や産出など人間の認知活動に

おける処理単位である。上記の大学生向けテキストは、英文を速く読むための文法機能をイメージと

して理解し、英文読解時に援用できる知識として習得した上で、英文をチャンクごとに読ませる工夫

がなされている。さらに、CD音声に続いて音読やシャドーイングすることで、文字の音声化の自動

化を促進し、更なる速読効果の習得を目指すものとなっている。しかしながら、紙のテキストでは、
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音声とチャンク提示の同期や繰り返しトレーニングが困難であり、学習効果に限界がある。そこで、

この教科書を基に、チャンク毎に音声が同期した英文テキストをFlash® で作成し、特定のチャンク

にPCのポインタをロールオーバーするだけで音声が提示されたりテキストが消えたりする仕組みを

考案し、その教材をWeb上で利用できるようにし、Blended授業を可能にした。本論では、共通テ

キストとWeb教材の特徴と開発における工夫について紹介し、さらにこの教材を毎週の英語授業で

活用した際の学習効果と英語学習に対する意識変化について報告する。 

 

1. 共通テキストの開発 

 共通テキスト（湯舟他, 2010）は、筆者らによるそれまでの英文速読に関する研究成果と授業実践

の経験を教材に活かす目的で作成された。主な特徴は、「英文をチャンクで理解する」ことと、イラス

トを用いて「文法をイメージする」という方法を組み合わせた新しい学習法を英文読解に取り入れた

点である。すなわち、「文法をイメージする」ことによって、文法や語順が英文理解に果たす役割を感

覚で身につけることができ、また「英文をチャンクで理解する」ことで、センテンス単位に拘らず、

意味の塊ごとに左から右へ理解でき、その結果、読解スピードが向上し、意味理解も深まることが期

待される。 

テキストは15のUnitから成り、各Unitは日本人学習者が英文を速く読む際に障害になりやすい

文法構造を扱った。それらは、Unit 1 から順に、主語、目的語と補語、受動態、不定詞、分詞構文、

助動詞、関係詞節、it 構文、無生物主語、仮定法、従属接続詞、否定構文、形態素、比較表現、句動

詞、となっている。これらの多くは、後置修飾にみられるように日本語訳との語順が逆であったり、

その文法機能を比較的イメージし難いものであるため、とりわけ初級学習者は読解速度が落ちるもの

と考えられる。 

また、各Unitに収められたReading Passageは、Focus on form教授法の一つの方法論である「イ

ンプット洪水」（input flood）を具現化するため、その課で扱う文法項目を大量に含みながらも、速読

練習を意識した易しい語彙で書かれている。Reading Passageの話題は、日常の心理学や歴史ミステ

リーなど、読み物としても幅広く楽しめる題材を扱った。 

各Unit内の構成は以下の通りである： 

 

(1) Reading Skill in Focus 

 センテンスを素早く正確に読むための文法スキルを解説している。説明にはイラストを用いて、文

法機能をイメージしやすい工夫がなされている（図1参照）。 

 

(2) Skill in Action 

 上で導入したスキルを実地に訓練する目的を持つ。例文にReading Passageの一部を利用すること

で、Reading Passageへの橋渡し効果が期待される。 
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図1  Reading Skill in Focus 

 

(3) Reading Passage 

 長さは300語程度で、初級学習者に適切な語数に配慮した。冒頭には日本語による本文紹介と問題

提起がなされているので、目的を持った読解を行える（図2参照）。 

 

 

図2  Reading Passage 

 

(4) Comprehension 

 Reading Passageで読んだ内容について、英問和答で答える形式。質問の番号はReading Passage

のパラグラフ番号と符号しており、解答するにはどのパラグラフを読めば良いかがすぐに分かる。 
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(5) Summary 

 Reading Passageの要約を行う。話のあらすじになるように、4枚の絵に番号を振り、答えを確認

したら、4 枚の絵とキーワードを手掛かりに 1 分間で要約を言う。グループ内で発表するかペアを変

えて3回くらい行うと定着が深まる。学習者のレベルにより、日本語でも英語でも可能（図3参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3  Summary 

 

(6) Grammar Exercise 

 本課で扱った文法事項に関連して、基本的な問題から発展的なものまで用意されている。 

 

(7) Translation 

 本課で扱った文法事項を含む英文を、チャンクごとに意味をとって訳していく練習。日本語として

きれいな訳になっている必要はなく、有名な英語歌や映画のセリフなど本物の英語の中で、文法を身

近に感じることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

図4 Translation 

 

(8) Reading in Chunks! 

 最後は、Reading Passageの一部を利用して、チャンクごとに速読する練習。英文を下敷き等で隠

し、1行ずつ開けながら読み進める。150 wpm（words per minute）以上でGOLDメダル、120 wpm
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以上でSILVERメダル、90 wpm以上でBRONZEメダル、それ以下ならもう一度チャレンジする。 

速読に自信が持てたら、CD を利用して音読の練習を行う。教師の流すCD に合わせて、チャンクご

とのシャドーイングを行う。始めは英文を見ながら行うParallel Readingでもよいが、慣れてきたら

音だけを聞いてリピートできるようにする。 

 

 
 

図5 Reading in Chunks 

 

 

2. Web教材の開発 

上で紹介した共通テキストのうち、とりわけ (7) Translationや (8) Reading in Chunks! において、

チャンク単位で意味を取ったり音読する練習を個人で行う場合、その都度、解答を確認したり自分の

パフォーマンスに対するフィードバックを得るのは難しい。また、チャンクと音声が同期して提示さ

れれば、チャンクごとに音読したりシャドーイングすることも可能になる。そこで、この教科書を基

に、チャンク毎に音声が同期した英文テキストをFlash® で作成し、特定のチャンクにPCのポイン

タをロールオーバーするだけで音声が提示されたりテキストが消えたりする仕組みを考案し、その教

材をWeb 上で利用できるようにし、Blended 授業を可能にした。Web 教材は現在、以下のサイトで

利用できる。http://www.phonicsmedialab.org/PowerReading/menu.html 

 

教材の画面は以下の４ページ構成になっている。 
 
１） Reading passage 

本文のパラグラフ毎に、チャンク単位の音声と意味を確認できる。 
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図6  Reading Passage画面 
 
 

２） Vocabulary Pronunciation Check 

下線の引かれた重要語句にポインタを当てると音声と意味が確認できる。 

 

３） Reading in Chunks（読解速度計測機能） 

NEXTボタンを押すと次々にチャンクが現れて残る。150 wpm以上の速度で読めたらGOLD

メダルが授与される。 

 

  
図7  Reading in Chunks画面 

 

４） Shadowing（チャンク読みシャドーイング機能） 

特定のチャンクにPCのポインタをロールオーバーするだけで音声が提示されると同時に、そ

のチャンクテキストだけが消える。 

 

図8  Shadowing画面 
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3. 授業の方法 

2011年４月～７月、週一回の90分の英語の授業（授業名 Integrated Practical English、１年次

必須科目）において、PC教室を利用して、共通教科書Power Reading 1 を用いた一斉授業、および

Web教材を用いた個別指導と個別学習を行った。  

とりわけ、Web教材を利用した個別訓練としては、以下の４つを行った： 

 

(1) チャンク単位での速音読（150 wpmを目指して個別による反復訓練） 

(2) チャンク単位のシャドーイング 

(3) ペアワークによる Read & Dictation 

(4) 教師による個別音読指導 

 

(1)では、Reading in Chunks! のメダル機能を利用して、150 wpm以上の速度で当該個所のパラグ

ラフを音読する練習を各自で行った。学生は Gold メダルを獲得するまで同じテキストを何度も挑戦

していた。 

(2)では、Web教材のShadowing機能を使って、チャンクごとに教師音声を聞いてシャドーイング

を行う練習を各自で行った。 

(3)では、学生がペアになり、特定のパラグラフを一人がチャンクごとに音読し、もう一人がそれを

書き起こしていく作業を行った。書きとれない語は空白にしておき、後で答えを確認する。 

 (4)では、(1)～(3) を行っている間、教師が学生の音読を評価して回った。その際、Reading in 

Chunks! の画面を使いながら指導し、学生がGoldメダルを取れたら褒め、惜しくもメダルが獲得で

きなかったら激励して再度の挑戦を促し、e-learningに足りない人間的な指導を十分に補完した。 

 

4. 効果測定と結果 

 １年生の英語必須授業は習熟度別に行われており、今回効果測定を行ったクラスは中位クラスで、

TOEICスコアの平均が350点程度の2クラス56名に対して行った。測定内容としては、音読による

音韻符号化の高速化にともなう速読効果の検証として、リーディング理解スコア、読解速度（WPM）、

読解効率（WPM×理解スコア％）に関して、英検準２級のリーディング問題20問による事前・事後

テストの比較から検証した。さらに、音声に注意を向けた「プロソディー・シャドーイング」訓練に

よる聴解力の学習効果を英検準 2 級のリスニング問題 20 問による事前・事後テストの比較によって

検証した。各スキルの結果は以下の通りである。 

 

4.1  リーディング理解スコア 

 プリテスト時の平均スコアが20点満点中10.13だったのに対し、ポストテストでは、12.33に上昇

した（df=50, t=4.85, p<0.001）。 
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4.2  WPM 

プリテスト時の平均速度が 96.28 wpm だったのに対し、ポストテストでは、105.17 に上昇した

（df=45, t=2.38, p<0.05）。 
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図9 Reading 理解スコア    図10 WPM 

 

 

4.3  読解効率（RE: Reading Efficiency） 

プリテスト時の平均値が48.50だったのに対し、ポストテストでは、64.59に上昇した（df=45, t=4.90, 

p<0.001）。 

 

4.4  リスニング・スコア 

 プリテスト時の平均スコアが20点満点中10.45だったのに対し、ポストテストでは、11.83に上昇

した（df=47, t=3.32, p<0.01）。 
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図11 読解効率（RE）    図12 リスニング・スコア 
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5. アンケート 

英文読解時のストラテジー使用、英語学習に対する自信や動機付けの変化等を、事前・事後におけ

る同一アンケートの推移結果から検証した。アンケートの質問項目は 12 項目、スケールは 5 件法を

採用した。質問項目は以下の通りである。質問 1～5 は方略使用の現状について、質問 6～10 は自分

の英語スキルに関する自信について、質問11～12は英語学習に関する好感度について尋ねた。 

 

 質問１） 内容をイメージしながら読んでいる（読んだ内容を頭の中で画像化している）。 

 質問２） 頭の中で文字を音声化している（頭の中で英語を発音している）。 

 質問３） 頭の中で一度日本語に訳さずに理解している。 

 質問４） 文構造を考えながら読んでいる。 

 質問５） 意味の切れ目（チャンク）を意識しながら読んでいる。  
 

 質問６） 自分の英文を読む速度は速いと思う。  

 質問７） 英文の音読に自信がある。 

 質問８） リスニング力に自信がある。 

 質問９） 文の切れ目（チャンク）を見つけるのが得意だ。 

 質問10） 英文読解は得意だ。  
 

 質問11） 英文を読むのが好きだ。 

 質問12） 英語の授業が好きだ。 

 

以下はアンケートの結果である。各項目の左のバーがプリテスト時の平均値、右のバーがポストテ

スト時の平均値である。 
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図13 アンケート平均値の変化（pre-test vs. post-test） 
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Web教材による授業を行った２つのクラス（N=56）に対し、Web教材を利用しなかった別の統制ク

ラス（N=29）からもデータを収集し、実験クラスにおける変化に対する参考資料とした。 

プリテストとポストテスト時のアンケート結果に対し、Wilcoxon符号付順位和検定を行ったところ、

統制クラスでは 12 項目すべてにおいて、プリテストとポストテストの平均値に有意な差は認められ

なかったのに対し、Web教材を利用したクラスでは、質問6「自分の英文を読む速度は速いと思う」

(1.82  2.19, p=0.08 †) 、質問7「英文の音読に自信がある」(1.73  2.33, p<0.01) 、質問9「文の

切れ目（チャンク）を見つけるのが得意だ」(2.14  2.74, p<0.05) において、有意傾向あるいは有

意な変化が認められた。なお、質問6と7は、その平均値がともに3を下回っていることから、それ

らが得意というよりも苦手意識が軽減したと捉えるべきであろう。 

 

6. まとめ 

 以上の結果から、半期にわたるWeb教材を用いたチャンク音読とシャドーイング訓練により、 以

下の学習効果が認められ、それらは同時に各訓練活動の効果を支持する結果と言える。 

 

• 読解速度が向上した（チャンク単位での速音読訓練の効果）。 

• 全体的読解能力が向上した（チャンク単位での速音読訓練の効果）。 

• 英語聴解力が向上した（チャンク単位でのシャドーイング訓練の効果）。 

• 学生の音読に対する苦手意識が減った（メダル授与による自信獲得の効果） 

• 英文をチャンクで理解する方略を身に付けた学生が増えた。 

 

 

注記  

本稿は、湯舟・峯（2011）「Web上のFlash教材によるチャンク読みシャドーイング訓練の学習効果」

外国語教育メディア学会(LET)第 51 回全国研究大会、および、湯舟・峯（2010）「チャンク読みシャ

ドーイング訓練のためのウェブ教材開発」外国語教育メディア学会(LET)関東支部第125回研究大会、

における発表内容を基に追加・修正を行ったものである。 
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The Faculty of Information Sciences and Arts at Toyo University developed a 

Web-based learning material for a common required English subject among the 

Faculty for improving freshmen’s faster reading skills which are essential to English 

communication.  This article reports our efforts and innovations to develop the 

material, and learning effects of chunk-based reading aloud and shadowing using 

the Web material through the spring term in 2011.  We conducted statistical tests 

and a questionnaire in the pre and post tests in order to examine the learning effects 

of the class teaching and the Web material.  The results show significant 

improvements in the students’ reading comprehension, reading rate in wpm, reading 

efficiency, and listening comprehension as well. The result of the questionnaire also 

shows a significant favorable change in their strategic use of chunk-based reading 

and their psychological attitudes toward reading aloud. 
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